
課
税

納
税

固
定
資
産
税

自
動
で
簡
単
引
き
落
と
し

来
年
度
は
固
定
資
産
の
評
価
替
え
年
度

町
税
は
口
座
振
替
で

　
平
成
27
年
度
は
、
３
年
に
１
度
の
評
価
替
え
の
年
度
で
す
。
３
年
間
の

価
格
変
動
を
反
映
さ
せ
た
、
適
正
で
均
衡
の
と
れ
た
固
定
資
産
の
評
価
額

に
見
直
し
ま
す
。

　「
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
」
は
、
金
融
機
関
に
出
か
け
な
く
て
も
、
自

動
的
に
納
税
が
完
了
し
ま
す
。
町
税
の
納
税
に
は
、便
利
な
「
口
座
振
替
」

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
固
定
資
産
税
は
、「
適
正
な
時
価
」

を
基
に
、
課
税
標
準
額
を
算
出
し
て
課

税
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
来
は
毎

年
度
評
価
替
え
を
行
い
、
適
正
な
時
価

を
基
に
課
税
し
、
税
負
担
の
公
平
を
図

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
膨
大

な
量
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
を
毎
年
度

見
直
す
の
は
実
務
的
に
不
可
能
で
あ
る

こ
と
、
課
税
事
務
の
簡
素
化
を
図
る
必

要
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
土
地
と
家

屋
は
原
則
と
し
て
3
年
ご
と
に
評
価
額

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
・
26
年
度
は
評
価
替
え
年
度

で
な
い
た
め
、
土
地
と
家
屋
の
評
価
は
、

地
目
の
変
換
や
家
屋
の
増
改
築
な
ど
の

特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、

原
則
と
し
て
平
成
24
年
度
（
前
回
の
評

価
替
え
年
度
）
を
基
準
と
し
た
評
価
額

に
据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
地
価
の
下
落
が
あ
り
、
価

格
を
据
え
置
く
こ
と
が
適
正
で
な
い
場

合
は
、
評
価
替
え
年
度
で
な
く
て
も
価

格
を
修
正
し
て
い
ま
す
。
　

■
土
地
の
評
価
の
し
く
み

　
土
地
の
評
価
は
、
総
務
大
臣
が
定
め

■
口
座
振
替
の
特
徴

　
町
税
の
納
税
に
つ
い
て
は
、
便
利
な

口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
こ
の
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
は
、

ご
指
定
の
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
納
税
が
行
わ
れ
る
方
法
で
、

電
気
代
や
電
話
代
な
ど
公
共
料
金
の
自

動
振
替
と
同
じ
で
す
。

　
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を
利
用
す
る

と
、
わ
ざ
わ
ざ
金
融
機
関
に
出
か
け
て

納
付
す
る
必
要
が
な
く
な
る
な
ど
大
変

便
利
で
す
。

　
一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
自
動
的
に

更
新
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
固
定
資
産

の
共
有
者
が
変
更
に
な
っ
た
り
、
相
続

な
ど
に
よ
り
所
有
者
が
変
更
に
な
っ
た

り
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
再
度
手
続
き

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
は
お
早
め
に

　
口
座
振
替
依
頼
書
に
住
所
、
氏
名
、

金
融
機
関
名
、
預
貯
金
口
座
名
な
ど
を

記
入
し
、
預
貯
金
通
帳
に
使
用
し
て
い

る
印
鑑
を
押
し
て
、
取
扱
金
融
機
関
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

る
「
固
定
資
産
（
土
地
）
評
価
基
準
」

に
基
づ
き
、
地
目
別
に
定
め
ら
れ
た
評

価
方
法
で
行
い
ま
す
。
地
目
は
9
種
類

に
区
分
さ
れ
、
評
価
上
の
地
目
は
、
登

記
簿
上
の
地
目
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
年

の
1
月
1
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
の
土

地
の
現
況
で
認
定
を
行
い
ま
す
。
宅
地

の
場
合
は
、
町
内
の
土
地
の
利
用
状
況

の
似
た
区
域
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
区

域
内
の
標
準
的
な
宅
地
の
鑑
定
評
価
な

ど
を
基
に
評
価
額
が
決
ま
り
ま
す
。

・
評
価
基
準
の
地
目
　
宅
地
・
田
・
畑
・

　 

鉱
泉
地
・
池
沼
・
山
林
・
牧
場
・
原

野
・
雑
種
地

■
家
屋
の
評
価
の
し
く
み

　
平
成
26
年
1
月
1
日
ま
で
に
建
築
さ

れ
た
家
屋
の
評
価
は
、
平
成
24
年
度

の
評
価
基
準
で
算
出
し
た
再
建
築
価

格
（
同
一
の
場
所
に
同
一
家
屋
を
新
築

す
る
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
費
用
）
に
、

3
年
間
の
物
価
変
動
を
反
映
し
た
再
建

築
費
評
点
補
正
率
（
基
準
年
度
ご
と
の

設
定
）
と
経
年
減
点
補
正
率
（
築
年
数

に
よ
る
減
価
率
）
に
よ
る
補
正
が
行
わ

れ
、
評
価
額
が
決
ま
り
ま
す
。

■
口
座
振
替
依
頼
書

　
町
内
の
金
融
機
関
の
窓
口
に
備
え
付

け
て
あ
る
依
頼
書
を
ご
利
用
に
な
る
か
、

町
民
税
務
課
収
税
係
へ
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

※ 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
口
座
振
替
依
頼
書

の
様
式
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
で
の
手
続
き
を
ご
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
窓
口

備
え
付
け
の
依
頼
書
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
取
扱
金
融
機
関

　 

千
葉
銀
行
、
山
武
郡
市
農
業
協
同

組
合
、
千
葉
信
用
金
庫
、
京
葉
銀
行
、

千
葉
興
業
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
三
井

住
友
銀
行
、
銚
子
信
用
金
庫
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行

　
口
座
振
替
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

各
金
融
機
関
の
窓
口
で
説
明
し
て
い
た

だ
く
よ
う
町
か
ら
も
依
頼
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
不
明
な
点
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

町
民
税
務
課 

課
税
係 

☎
77
‐
３
９
１
５

町
民
税
務
課 

収
税
係 

☎
77
‐
３
９
１
６

問

問
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国
保
高
額
療
養
費

制
度
が
変
わ
り
ま
す

町
民
税
務
課 

国
保
年
金
係 

☎
77
‐
３
９
１
３

　
医
療
費
の
支
払
い
額
が
高
額
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
と
て
も
助
か

る
高
額
療
養
費
制
度
。
平
成
27
年
１
月
か
ら
、
70
歳
未
満
の
方
の
高
額
療

養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
図
１
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
今
ま
で
よ
り
も
所
得
要
件
が
細
分
化

さ
れ
、
皆
さ
ん
の
所
得
に
応
じ
た
柔
軟

な
医
療
費
の
負
担
軽
減
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
限
度
額
の
変

更
に
伴
い
、
限
度
額
適
用
認
定
証
も
区

分
が
変
更
と
な
り
ま
す
（
平
成
26
年
12

月
ま
で
に
既
に
申
請
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
郵
送
に
て
送
付
さ
せ
て
頂
き
ま

す
）。

　
高
額
療
養
費
制
度
っ
て
？

　
1
カ
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
高
額
に

な
っ
た
と
き
、
高
額
療
養
費
と
し
て
、

超
え
た
分
を
国
保
か
ら
払
い
戻
す
制
度

で
す
。
該
当
す
る
方
に
は
、
医
療
機
関

を
受
診
し
て
か
ら
約
2
カ
月
後
に
通
知

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
通
知
が
届
い
た

ら
早
め
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
限
度
額
適
用
認
定
証
っ
て
？

　
入
院
や
外
来
診
療
・
薬
局
な
ど
で
の

医
療
費
の
支
払
い
額
が
、
自
己
負
担
限

問

度
額
を
超
え
て
高
額
と
な
っ
た
時
、
窓

口
で
の
支
払
い
を
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。

※ 

70
歳
以
上
の
方
の
自
己
負
担
限
度
額

に
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
25
年
度
決
算

山
武
郡
市
環
境
衛
生
組
合

山
武
郡
市
環
境
衛
生
組
合

☎
０
４
７
９
─
８
６
─
３
５
１
６

　
芝
山
町
、
山
武
市
（
山
武
地
域
、
松

尾
地
域
、
蓮
沼
地
域
）、
横
芝
光
町
（
横

芝
地
域
）
を
構
成
市
町
と
し
、
共
同
で

ご
み
処
理
を
行
っ
て
い
る
山
武
郡
市
環

境
衛
生
組
合
の
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

議会費 
628,020

総務費
59,020,151

衛生費
1,789,570,264

公債費
0

分担金及び負担金
1,221,521,000

諸収入
319,566

使用料及び
手数料

175,042,700

国県支出金
358,261,000

財 産 収 入
23,270,987

繰　入　金
96,144,000

繰　越　金
58,720,169

予備費
0

歳出総額　1,849,218,435円 歳入総額　1,933,279,422円
問

平成26年12月まで

区分 所得要件 自己負担限度額

A

上
位
所
得
者

基礎控除後の
所得600万円

以上

150,000円＋
（総医療費-500,000円）
×1%
【多数回該当：83,400円】

B

一
般
所
得
者

基礎控除後の
所得600万円

以下

80,100円＋
（総医療費-267,000円）
×1%
【多数回該当：44,400円】

C
低
所
得
者

住民税非課税
世帯

35,400円
【多数回該当：24,600円】

平成27年１月から

区分 所得要件 自己負担限度額

ア
基礎控除後の
所得

901万円以上

252,600円＋
（総医療費-842,000円）
×1%
【多数回該当：140,100円】

イ

基礎控除後の
所得

600万円以上～
901万円以下

167,400円＋
（総医療費-558,000円）
×1%
【多数回該当：93,000円】

ウ

基礎控除後の
所得

210万円以上～
600万円以下

80,100円＋
（総医療費-267,000円）
×1%
【多数回該当：44,400円】

エ
基礎控除後の
所得

210万円以下

57.600円
【多数回該当：44,400円】

オ
住民税非課税
世帯

35,400円
【多数回該当：24,600円】

（図１）70歳未満の方の自己負担額
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